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第第 1111 回回ややままぐぐちち高高校校生生県県議議会会  日日程程表表 

 

開催日：令和７年１１月１７日（月） 

会 場：山口県議会 

   

  

時時  間間  内内  容容  

10:15 ～ 受付 <エントランスホール（１階）>         

10:30～ 日程説明等 <全員協議会室（３階）> 

10:45 ～ 高校生議員任命式 <全員協議会室（３階）> 

11:00 ～ 議長室訪問（写真撮影） <議長室> 

11:15 ～ 議場リハーサル <本会議場（３階）> 

12:00 ～ 休憩 <各委員会室（４階）> 

 12:45～ 本会議場に移動 

13:00 ～ 高校生県議会 <本会議場（３階）> ※インターネット中継 

◇進行：議長、質問：高校生議員、答弁：執行部 

○開会宣言 

○知事あいさつ 

○高校生議員の自己紹介 

○高校生議員からの質問及び答弁 

（途中、１０分程度の休憩） 

 ○高校生県議会からの意見書提出・採決 

○高校生議員代表まとめあいさつ(決意表明)  

○閉会あいさつ 

終 了 後 記念撮影 <本会議場（３階）> 
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】域地萩・部宇【】域地井柳・国岩【

学　校　名 学年 氏　　　名 備考 学　校　名 学年 氏　　　名 備考

2 木 村
き む ら

杏
あん

奈
な

3◇ 糸 永
い と な が

陽 音
は る と

2 松根
ま つ ね

はるか 3 山 下
や ま し た

竜
りゅう

也
や

2 庄司
し ょ う じ

野乃花
の の か

3 吉 野
よ し の

煌 基
こ う き

☆

2 白 木
し ら き

麻 皓
ま ひ ろ

2 兼 崎
か ね さ き

り の

2 西 岡
に し お か

莉
り

沙
さ

1 大 藤
お お ふ じ

武 尊
た け る

1 河 内
こ う ち

一 真
か ず ま

1○ 古 門
ふ る か ど

尚 和
な お や

欠席

2 西 川
に し か わ

真 斗
ま な と

2 重 岡
し げ お か

希 美
ま み

2 福 山
ふ く や ま

暖 人
は る と

2 利 重
と し し げ

絵
え

里
り

2 山本
やまもと

幸太郎
こ う た ろ う

2○ 正 司
し ょ う じ

萌
も

瑛
え

欠席

2 吉 原
よ し は ら

芽
め

生
い

○

【周南地域】 2 石井
い し い

咲
さ

也
や

子
こ

○

学　校　名 学年 氏　　　名 備考 2 熊 谷
く ま が い

心 花
こ は な

1 石 田
い し だ

瑞 歩
み ず ほ

○

1 村上
むらかみ

いろは 【下関・長門地域】

3 松 尾
ま つ お

颯 真
そ う ま

欠席 学　校　名 学年 氏　　　名 備考

3 湊
みなと

大 地
だ い ち

欠席 2 泉
いずみ

香
か

帆
ほ

3 合 田
ご う だ

凛 音
り ん と

2○ 美濃
み の

穂乃花
ほ の か

○

3 村 谷
む ら た に

心
しん

1 白 木
し ろ き

沙
さ

和
わ

3 藤 内
と う な い

友 葵
ゆ あ

2※ 池 田
い け だ

美
み

佳
か

2 原 田
は ら だ

万 澄
ま す み

2 河 野
か わ の

琴 乃
こ と の

欠席

2 竹田津
た け た づ

佳史
か い し

3 倉 橋
く ら は し

夢 月
む つ き

3 岡 村
お か む ら

徠 雅
ら い が

【山口・防府地域】 1 安藤
あんどう

菜々子
な な こ

学　校　名 学年 氏　　　名 備考 1 苛 原
い ら は ら

右 京
う き ょ う

○

2 海原
かいはら

実
み

菜
な

美
み

1 飯 田
い い だ

悠 禾
は る か

1 田 中
た な か

久 貴
ひ さ た か

○

2 中川
なかがわ

ひなた

2 西 米
に し よ ね

秀
ひで

利
と し

○

2 原 谷
は ら た に

咲
さ

耶
や

2

2 杉山

今川　くるみ
すぎやま

ももか

山口松風館高等学校

山 口 県 桜 ケ 丘
高 等 学 校

大津緑洋高等学校
（ 日 置 校 舎 ）

下関総合支援学校

梅光学院高等学校

山 口 高 等 学 校

備考）　○：代表質問者　　　◇：意見書代表提案者　　　☆：決意表明者　　　※：任命書代表受領者

徳山商工高等学校

大津緑洋高等学校
（ 大 津 校 舎 ）周南総合支援学校

第１1回やまぐち高校生県議会　高校生議員名簿

周防大島高等学校
宇 部 西 高 等 学 校

高 森 高 等 学 校

厚 狭 ・ 厚 狭 明 進
高 等 学 校熊 毛 南 高 等 学 校

高 水 高 等 学 校
美祢青嶺高等学校

慶 進 高 等 学 校

萩光塩学院高等学校

熊 毛 北 高 等 学 校

西 京 高 等 学 校

いまがわ
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議議    事事    日日    程程 

 

令和７年(2025 年)１１月１７日（月曜日） 
 

午後１時  開 議 

 

 

 

第１  会期決定の件  

 

 

 

第２  高校生議員の自己紹介  

 

 

 

第３  高校生議員による質問  

 

 

 

第４  意見書案  

 

 

 

第５  高校生議員代表による決意表明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 3 −



 
 

第１1 回やまぐち高校生県議会 質問者及び質問項目等一覧表 
令和７年(2025年)１１月１７日(月)  

【質問者、質問項目等】 

発言 

順位 

地域

名 

質 問 者 

(学校、学年) 
質    問    項    目 

１ 
下関 

長門 

苛原
いらはら

 右京
うきょう

 

（梅光学院高1年） 
山口県における空き家問題について 

２ 
宇部 

萩 

石井
い し い

 咲也子
さ や こ

 

（萩光塩学院高2年） 
若者が住みやすい山口県について 

３ 周南 
石田
い し だ

 瑞歩
み ず ほ

 

（熊毛北高 1 年） 
高齢者の熱中症対策について 

４ 
岩国 

柳井 

山本
やまもと

 幸太郎
こうたろう

 

（高水高2年） 
山口県での若手医師不足について 

５ 
山口 

防府 

西米
にしよね

 秀利
ひでとし

 

（山口松風館高 2 年） 
多様なニーズに応じた学校再編について 

６ 
下関 

長門 

美濃
み の

 穂乃花
ほ の か

 

（大津緑洋高大津 2 年） 
デジタルを活用した国際理解教育について 

７ 
宇部 

萩 

吉原
よしはら

 芽生
め い

 

（慶進高 2 年） 
高齢者の住みやすい山口県について 

８ 周南 
合田
ご う だ

 凛音
り ん と

 

（周南総合支援 3 年） 
障害者福祉について 

９ 
岩国 

柳井 

河内
こ う ち

 一真
か ず ま

 

（熊毛南高１年） 
農業の後継者不足について 

10 
山口 

防府 

田中
た な か

 久貴
ひさたか

 

（山口高1年） 
ＳＮＳを活用した山口県のＰＲについて 

【意見書】 

提案 

地域 

代表提案者 

（学校、学年） 
意 見 書  

岩国 

柳井 
木村
き む ら

 杏奈
あ ん な

 

（周防大島高 2 年） 

高校生の通学にかかる費用の軽減を求める意見書 
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【出席参与員】 

役   職 氏     名 役   職 氏     名 

知 事 村 岡 嗣 政 観光スポーツ文化部長 木 安 亜紀江 

総 務 部 長 大 川 真 一 農林水産部長 岡 本 章 生 

総合企画部長 池 田 博 之 土木建築部長 仙 石 克 洋 

健康福祉部長 石 丸 泰 隆 教 育 長 繁 吉 健 志 

産業労働部長 永 田 明 生 副 教 育 長 根ケ山 耕  平 
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意見書案第１号 

 

高校生の通学にかかる費用の軽減を求める意見書 

 

 上記の意見書案を下記のとおり提出いたします。 

  令和７年１１月１７日 

 

 提 出 者 

  やまぐち高校生県議会議員 木村 杏奈 松根 はるか 庄司 野乃花 白木 麻皓 西岡 莉沙 

  やまぐち高校生県議会議員 河内 一真 西川 真斗 福山 暖人 山本 幸太郎 

 

 

高校生の通学にかかる費用の軽減を求める意見書（案） 

 

私たち岩国・柳井地域は、全ての高校生が困らずに通学できるよう、高校生の通学に対

する一定の支援、具体的には定期券購入費用の支援や中山間地域と都市部を結ぶ合同スク

ールバスの運行を求める意見書を提案します。 

山口県内には、中山間地域を中心に、公共交通機関の運賃が高く、利便性も低い地域が

あります。高校生のいる家庭にとっては、通学費用に年間数万円から十数万円かかること

があり、保護者が最寄りの駅やバス停まで自家用車で送迎しなければならないこともある

など、経済的にも時間的にも、保護者の負担は非常に大きくなっています。 

通学可能な範囲に普通科の高校しかなければ、通学費用が高いことを理由に、工業科や

商業科のある高校への進学をあきらめることもあり得ます。保護者が送迎せざるを得ない

場合、保護者が体調を崩すなどすれば、子どもは通学そのものが困難になります。すべて

の子どもが、どこに住んでいても平等に教育を受けられるためには、高校生の通学手段を

社会全体で支える仕組みが必要です。 

例えば、周南市や長門市では、通学に利用する公共交通機関の定期券購入費の一部を補

助する制度を実施しています。また、多くの私立高校や県立の特別支援学校では、遠方か

らの通学者のために通学バスを運行しています。しかし、こうした例外的な場合を除き、

遠方から通学する多くの高校生には通学に関する経済的な支援がありません。 

遠方からの通学者に対する通学支援は、「居住地」や「通学先」によって差があるべき

ではありません。山口県内すべての地域で、地域の実態に応じた通学支援を導入すること

が、教育の機会均等を実現する第一歩になると考えます。 

以上の理由から、高校生の通学にかかる費用を軽減する政策を山口県が責任を持って早

急に実現するよう求めます。 

 

令和７年１１月１７日 

 

  第１１回やまぐち高校生県議会 議員一同    
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第
1
1
回

や
ま
ぐ
ち
高

校
生

県
議

会
　
議
席
表

山
本
幸
太
郎

合
田
凛
音

村
谷
　
心

審
議

監
兼

議
事

調
査

課
長

ふ
く
や
ま
は
る
と

や
ま

も
と

こ
う

た
ろ

う
ご
う
だ
り
ん
と

む
ら
た
に
し
ん

周
南
総
合
支
援

西
岡
莉
沙

河
内
一
真

西
川
真
斗

福
山
暖
人

に
し
お
か
り
さ

こ
う
ち
か
ず
ま

に
し
か
わ
ま
な
と

熊
毛
南

熊
毛
南

高
水

高
水

高
水

周
南

総
合
支
援

松
尾
颯
真

村
上
い
ろ
は

石
田
瑞
歩

藤
内
友
葵

原
田
万
澄

竹
田
津
佳
史

木
村
杏
奈

松
根
は
る
か

庄
司
野
乃
花

白
木
麻
皓

湊
　
大
地

し
い

か
づ

た
け

た
み

す
ま

だ
ら

は
あ

ゆ
い

な
う

と
ほ

ず
み

だ
し

い
は

ろ
い

み
か

ら
む

ま
う

そ
お

つ
ま

ち
い

だ
と

な
み

ろ
ひ

ま
き

ら
し

か
の

の
じ

う
ょ

し
か

る
は

ね
つ

ま
な

ん
あ

ら
む

き

徳
山
商
工

熊
毛
北

熊
毛
北

山
口
県
桜
ケ
丘

山
口
県
桜
ケ
丘

山
口
県
桜
ケ
丘

原
谷
咲
耶

周
防
大
島

周
防
大
島

高
森

高
森

徳
山
商
工

い
ま
が
わ
く
る
み

す
ぎ
や
ま
も
も
か

熊
谷
心
花

石
井
咲
也
子

海
原
実
菜
美

飯
田
悠
禾

田
中
久
貴

中
川
ひ
な
た

西
米
秀
利

西
京

た
な

ひ
わ

が
か

な
か

た
さ

ひ
か

な
た

か
る

は
だ

い
い

み
な

み
ら

は
い

か
こ

や
さ

い
し

い
な

は
こ

い
が

ま
く

に
し

よ
ね

ひ
で

と
し

は
ら
た
に
さ
や

糸
永
陽
音

萩
光

塩
学

院
萩
光
塩
学
院

山
口

山
口

山
口

山
口
松
風
館

山
口
松
風
館

山
口

松
風
館

西
京

い
と
な
が
は
る
と

吉
原
芽
生

正
司
萌
瑛

利
重
絵

里
重
岡
希
美

古
門
尚
和

大
藤
武
尊

兼
崎
り
の

吉
野
煌
基

山
下
竜
也

宇
部
西

き
う

こ
の

し
よ

の
り

き
さ

ね
か

る
け

た
じ

ふ
お

お
や

お
な

ど
か

る
ふ

み
ま

か
お

げ
し

り
え

げ
し

し
と

え
も

じ
う

ょ
し

い
め

ら
は

し
よ

や
ま

し
た

り
ゅ

う
や

苛
原
右
京

慶
進

慶
進

美
祢
青

嶺
美
祢
青
嶺

厚
狭

・
厚

狭
明

進
厚

狭
・

厚
狭

明
進

厚
狭

・
厚

狭
明

進
宇
部
西

宇
部
西

あ
ん
ど
う
な
な
こ

い
ら

は
ら

う
き

ょ
う

泉
　
香
帆

美
濃
穂
乃
花

白
木
沙
和

池
田
美
佳

河
野
琴
乃

倉
橋
夢
月

岡
村
徠
雅

安
藤
菜
々
子

下
関
総
合
支
援

梅
光
学
院

梅
光
学
院

が
い

ら
ら

む
か

お
き

つ
む

し
は

ら
く

の
と

こ
の

わ
か

か
み

だ
け

い
わ

さ
き

ろ
し

か
の
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───────────────────── 

    午午後後１１時時開開会会・・開開議議  

議長（柳居俊学君）   

これより第１１回やまぐち高校生県議会を開

会をし、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────── 

    議議長長開開会会宣宣言言      

議長（柳居俊学君）   

 本日のやまぐち高校生県議会は、次代を担う

県内の高校生の皆さんに、県議会の役割や県行

政への理解と関心を高めていただくことを目的

として開催をするものであります。皆様、どう

ぞよろしくお願いをいたします。 

───────────────────── 

    日日程程第第１１  会会期期決決定定のの件件      

議長（柳居俊学君）   

 日程第１、会期決定の件を議題といたします。 

 やまぐち高校生県議会の会期は、本日１日と

いたしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（柳居俊学君）   

 御異議なしと認めます。よって、会期は本日

１日と決定をいたしました。 

───────────────────── 

  知知事事挨挨拶拶      

議長（柳居俊学君）   

 続きまして、村岡嗣政山口県知事から御挨拶

を頂きます。 

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 

 高校生議員の皆さん、こんにちは。山口県知

事の村岡嗣政です。 

 今日は、県政に関心を持ち、自分たちの力で

山口県の未来をよりよくしていこうと考え、参

加していただきました皆さんと、これから県政

について議論ができることをとても楽しみにし

ています。 

 山口県では全国に先駆けて、全ての公立学校

にコミュニティ・スクールを導入するなど、学

校と地域が一体となって子供たちの豊かな成長

を支える取組に力を入れてまいりました。 

 皆さんも日頃から総合的な探究の時間などを

通じて、地域や企業、大学の方々の協力を得て、

地域課題の解決に向けた学習に積極的に取り組

まれていることと思います。 

 今日は、日頃の学習の成果も生かし、高校生

ならではの柔軟な発想による新たな視点での意

見や提案を聞かせていただけるものと大いに期

待をしております。 

 さて、山口県をより暮らしやすく活力のある

県にしていくためには、様々な課題を克服して

いく必要があります。 

 私が、最重要課題と考えているのが人口減少
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問題です。加速する少子化や若者の県外への転

出により、多くの産業で人手不足が生じたり、

地域の活気が失われたりしています。 

 こうした課題に対応するため、県では当事者

である若者や子育て世代の声をしっかりと聞き、

それを政策に反映させて様々な取組を進めてい

ます。 

 具体的には、少子化対策については、結婚に

つながる出会いの機会を求める若者の声に応え、

海響館や徳山動物園で婚活イベントを開催した

り、若い世代が安心して子供を産み育てられる

よう第２子以降の保育料を無償化するなど、全

国トップ水準の子育て支援策を講じています。 

 また、夫婦が共に働きながら家事や育児を分

担する共働き・共育ての定着に向けまして、男

性の育児休業の取得を進めるとともに、こども

や子育てにやさしい休み方改革として、親子が

一緒に過ごせる時間を増やすため、家族でやま

学の日の取組なども導入しました。 

 若者の定住に向けては、魅力ある雇用の場を

創出するため、半導体等の成長分野やデジタル

関連企業などの誘致を強力に働きかけるととも

に、従業員の賃金の引上げや奨学金返還支援な

どに取り組む企業の支援、さらには若者の住宅

取得の支援も行っています。 

 こうした取組に加え、山口県の活力を一層高

めていくためには、県のポテンシャルを最大限

に生かしていくことが重要です。 

 本県には、日本の経済を支える成長産業や製

造業等の拠点が数多く立地をするとともに、豊

かな自然や魅力あふれる観光資源に恵まれ、ま

た、自然災害のリスクが低いなど様々な強みが

あります。こうした強みを積極的に活用し、し

っかりと売り込んで、企業の誘致、また、国内

外からの観光客の誘客、移住者の拡大などの政

策を展開をしており、今後もさらに強化をして

いきたいと考えています。 

 私は、目指すべき、安心で希望と活力に満ち

た山口県の実現に向けて、様々な課題を克服し

て、山口県に多くの元気をつくり出せるように、

これからも皆さんのような若い世代にしっかり

と寄り添いながら、取組を進めていきたいと考

えています。 

 そうした思いも込めて、本日の高校生県議会

が皆さんにとっても、そして、県にとっても有

意義なものとなるように、しっかりと議論をし

たいと思います。 

 高校生議員の皆さんの熱意と関心が、山口県

の未来をよりよいものとするための大きな力に

なるものと信じています。 

それでは、本日はどうぞよろしくお願いしま

す。 

議長（柳居俊学君）   

 本日の会議に出席をしております参与員は、

お手元に配付のとおりでございます。 

───────────────────── 

  日日程程第第２２  高高校校生生議議員員のの自自己己紹紹介介      

議長（柳居俊学君）   

 日程第２、高校生議員の自己紹介を行います。 

 高校生議員の皆さんは、最前列の下関・長門

地域から地域ごとに順次登壇の上、自己紹介を

してください。 

    〔下関・長門地域の議員登壇〕 

下関・長門地域   

 

【左から泉香帆さん、美濃穂乃花さん、 

白木沙和さん、池田美佳さん、倉橋夢月君、 

岡村徠雅君、安藤菜々子さん、苛原右京君】 
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下関・長門地域、大津緑洋高等学校大津校舎

２年、泉香帆です。 

 同じく２年、美濃穂乃花です。 

 同じく１年、白木沙和です。 

 大津緑洋高等学校日置校舎２年、池田美佳で

す。 

 下関総合支援学校３年、倉橋夢月です。 

 同じく３年、岡村徠雅です。 

 梅光学院高等学校１年、安藤菜々子です。 

 同じく１年、苛原右京です。 

 よろしくお願いします。 

    〔各員一礼〕（拍手） 

 

    〔宇部・萩地域の議員登壇〕 

宇部・萩地域   

 

【左から糸永陽音君、山下竜也君、吉野煌基君、 

兼崎りのさん、大藤武尊君、重岡希美さん、利重絵里さん、 

吉原芽生さん、石井咲也子さん、熊谷心花さん】 

 宇部・萩地域、宇部西高等学校３年、糸永陽

音です。 

 同じく３年の山下竜也です。 

 同じく３年、吉野煌基です。 

 厚狭・厚狭明進高等学校２年、兼崎りのです。 

 同じく１年、大藤武尊です。 

 美祢青嶺高等学校２年、重岡希美です。 

 同じく２年、利重絵里です。 

 慶進高等学校２年、吉原芽生です。 

 萩光塩学院高等学校２年、石井咲也子です。 

 同じく２年、熊谷心花です。 

 よろしくお願いします。 

    〔各員一礼〕（拍手） 

 

    〔山口・防府地域の議員登壇〕 

山口・防府地域   

 

【左から海原実菜美さん、飯田悠禾さん、 

田中久貴君、中川ひなたさん、西米秀利君、 

原谷咲耶さん、　川くるみさん、杉山ももかさん】 

山口・防府地域、山口高等学校２年、海原実

菜美です。 

 同じく１年、飯田悠禾です。 

 同じく１年、田中久貴です。 

 山口松風館高等学校中間年次夜間部、中川ひ

なたです。 

 同じく中間年次午前部、西米秀利です。 

 同じく中間年次午後部、原谷咲耶です。 

 西京高等学校２年、今川くるみです。

 同じく２年、杉山ももかです。 

 よろしくお願いします。 

    〔各員一礼〕（拍手） 
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    〔周南地域の議員登壇〕 

周南地域   

 

【左から石田瑞歩君、村上いろはさん、 

藤内友葵さん、原田万澄君、竹田津佳史君、 

合田凛音君、村谷心君】 

 周南地域、熊毛北高等学校１年、石田瑞歩で

す。 

 同じく１年、村上いろはです。 

 山口県桜ケ丘高校３年、藤内友葵です。 

 同じく２年、原田万澄です。 

 同じく２年、竹田津佳史です。 

 周南総合支援学校高等部３年、合田凛音です。 

 同じく３年、村谷心です。 

 よろしくお願いします。 

    〔各員一礼〕（拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    〔岩国・柳井地域の議員登壇〕 

岩国・柳井地域   

 

【左から木村杏奈さん、松根はるかさん、庄司野乃花さん、 

白木麻皓さん、西岡莉沙さん、河内一真君、 

西川真斗君、福山暖人君、山本幸太郎君】 

 岩国・柳井地域、周防大島高等学校２年、木

村杏奈です。 

 同じく２年、松根はるかです。 

 高森高等学校２年、庄司野乃花です。 

 同じく２年、白木麻皓です。 

 熊毛南高等学校２年、西岡莉沙です。 

 同じく１年、河内一真です。 

 高水高等学校２年、西川真斗です。 

 同じく２年、福山暖人です。 

 同じく２年、山本幸太郎です。 

 よろしくお願いします。 

    〔各員一礼〕（拍手） 

───────────────────── 

  日日程程第第３３  高高校校生生議議員員にによよるる質質問問      

議長（柳居俊学君）   

 日程第３、元気な山口県をつくっていくため

の取組を議題とし、高校生議員による質問に入

ります。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 梅光学院高等学校、苛原右京君。 

    〔苛原右京君登壇〕（拍手） 
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苛原右京君 

 

 梅光学院高等学校１年の苛原右京です。 

 私からは、山口県の空き家問題について、提

案と質問をさせていただきます。 

 まず、現状についてお話しします。 

 住宅・土地統計調査によると、山口県の空き

家数は１４万７００戸、空き家率は１９.４％と、

全国平均１３.８％を大きく上回っています。こ

のうち使用目的のない空き家率は１１.１％とな

っており、柳井市や萩市などでは２０％に近い

という深刻な状況です。 

 空き家の増加は、防災・治安・地域活性化の

３つの面で課題を引き起こします。 

 防災の面では、老朽化した建物が倒壊し、災

害時に被害を拡大させます。治安面では、不法

侵入や火災のリスクが高まり、住民の安心を損

ないます。地域活性化の面では、空き家が放置

されることで景観が損なわれ、地域への愛着が

薄れたり、外部からの印象が悪化したりします。

その結果、若者が住みたいと思えない原因の１

つとなり、人口流出に拍車をかけるおそれがあ

ります。 

 こうした課題を踏まえ、私は空き家の有効活

用について４つの提案を考えました。 

 １つ目は、若者移住促進住宅としての活用で

す。 

 広島県三次市の事例では、空き家を低家賃で

提供し、若者の定住につなげています。 

 山口県でも大学が集まる山口市や下関市で、

大学生や若手社会人向けに提供すれば、利便性

の高い住環境を整えられます。 

 さらに、柳井市の白壁の町並みを生かした学

生住宅や、地方創生に関心のある若手社会人が

リモートワークをしながら暮らせる住まいなど、

地域の魅力を体験できる住宅として打ち出すと、

安さ以上の価値を提供できます。 

 ２つ目は、地域コミュニティー拠点としての

活用です。 

 北九州市では、空き家をカフェやシェアオフ

ィスに改装して交流の場としています。 

 山口県では、特に高齢化が進む萩市で、空き

家を子ども食堂や高齢者サロンにすれば、世代

を超えた交流が生まれます。 

 さらに、高校生が関わるコミュニティース

ペースとすれば、若者ならではの発想を取り入

れた新しい交流の形がつくれるでしょう。 

 ３つ目は、観光・民泊利用による地域経済の

活性化です。 

 松本市では、空き家を民泊に改良して観光収

入を増やしました。 

 山口県でも、錦帯橋のある岩国市や萩の城下

町といった観光資源を持つ地域で古民家民泊を

展開すれば、宿泊体験そのものが観光の目的に

なり、商店街や飲食店の活性化にもつながりま

す。 

 萩市の武家屋敷や商家を改修した歴史民泊と

いった形にすれば、地域特性を最大限に生かし

た観光振興が可能です。 

 ４つ目は、企業誘致との連携です。 

 企業が進出している宇部市や周南市では、空

き家を社宅として利用できます。例えば、製造

業や化学工業の関連企業が従業員の住まいを確

保できれば、人材採用がしやすくなります。従

業員にとっては通勤のしやすい住環境が手に入

り、地域にとっては空き家の減少と人口定着が

同時に進むという、３者のメリットがある仕組

みです。 

 これらを進めることで、防災・治安の改善に

加え、景観向上、若者定住、観光収入の増加、

企業活動の活性化といった多面的な効果が期待

できます。 

 そこで質問です。山口県として、こうした空

き家を通じて、安全で活気のある地域づくりを
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進めるために、どのような具体的支援策を考え

ておられるでしょうか。また、私の提案は実現

可能だとお考えでしょうか。 

 以上です。御清聴ありがとうございました。

（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

梅光学院高等学校、苛原議員の御質問にお答

えします。 

 本県の空き家率は、全国平均を上回っており、

世帯数が減少傾向にあることから、今後も空き

家の増加が見込まれています。 

 こうした空き家が長期間放置されると、倒壊

の危険性や防災上、衛生上の問題が生じ、周辺

住民の生活環境を損なうことから、その対策は

喫緊の課題と認識しています。 

 このため県では、空き家対策の実施主体であ

る市町と連携しながら、空き家の利活用等の取

組を進めているところです。 

 具体的には、移住・定住を希望される方の住

まいや、誘致企業の社宅探しにも役立つように、

市町の空き家バンクや空き家に関する助成制度

の情報を集約して、県のホームページで分かり

やすく発信をするとともに、県外３か所の移住

相談窓口などでも紹介しています。 

 また、空き家をカフェや店舗、民泊などの観

光や交流の拠点等として利活用した事例集や動

画を作成し、集客施設のデジタルサイネージな

どの様々な広報媒体に加え、空き家セミナーや

相談会の開催を通じて、良好な空き家の活用事

例が県全域に広がるように周知を図っています。 

 さらに、これらの情報も参考にしながら、空

き家を地域づくりのための貴重な資源として上

手に活用し、市町や地域団体が交流拠点に改修

したり、民間団体が子ども食堂を開設したりす

る場合などには、その経費を補助し、財政的な

支援も行っています。 

 こうした取組により、長門市俵山地域では、

地域住民が空き旅館をゲストハウスに再生させ

るとともに、移住者が空き家をシェアハウスや

店舗等に利活用し、温泉地の活性化を図るなど、

住民が主体となった空き家の利活用の動きが着

実に広がっています。 

 このような事例を踏まえると、私は、空き家

を活用して安全で活気ある地域づくりを進める

という苛原議員のいずれの御提案も地域の実情

に応じて取り組むことにより、実現可能となる

優れた提案と考えています。 

 私は、引き続き、安心で希望と活力に満ちた

山口県の実現に向けて、市町や関係団体等と連

携して空き家対策に取り組んでまいります。 

 苛原議員をはじめ高校生の皆さんには、自分

の住んでいるまちをよりよくするという観点か

ら、空き家にも関心を持っていただき、身近な

方々と一緒に空き家の利活用について話し合っ

ていただくようにお願いいたします。  

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 萩光塩学院高等学校、石井咲也子さん。 

    〔石井咲也子さん登壇〕（拍手） 

石井咲也子さん   

 

 萩光塩学院高等学校２年の石井咲也子です。 

私からは、若者が住みやすい山口県について、

２点質問させていただきます。 

 山口県における人口の社会増減の状況を見る

と、５０代から７０代では転入の超過がほかの

世代よりも多いです。しかし、１５歳から２９

歳の若者の世代は、転出が超過しており、その

割合は５０代から７０代の転入超過の何倍にも

なっており、山口県の若者離れが進んでいるこ

とが分かりました。 
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 そこで、私たちはまず、大学等の進学時に視

点を置いて考えてみました。 

 令和６年度の山口県内公立高等学校等から県

内の大学へ進学した人の割合は３１.１％と少な

く、高校卒業後に県外大学へ進学する人は約７

割もいます。一度県外へ出てしまうと、そのま

ま大学のある場所の近くで職場を見つけるケー

スが多いため、県内の大学に進学する学生を増

やすことが必要です。 

 また、進学で県外に転出した学生たちを山口

県に呼び戻すことが、山口県の若年層減少の対

策につながります。 

 山口県では、進学に向けて奨学金制度が多く

ありますが、人数や分野が限られており、また、

返還時の負担を考えた際に利用しにくいと考え

る人も多いため、より多くの人が利用できる制

度が必要であると考えました。 

 次に、部活動の地域移行が進んでいる点につ

いても考えました。 

 今までは、部活動は学校の施設など身近な場

所で行われていたため、比較的容易に活動する

ことができました。しかし、部活動としてでは

なく地域で行うことで、活動場所や活動時間に

制限がかかる等、容易に活動することができな

くなったり、費用面での負担が増加したりする

ことが考えられます。その結果、山口県に住む

学生の多くが一緒になって、スポーツや様々な

活動に親しむ機会が減少していくのではないか

と考えました。 

 実際に、令和６年度の中学校２年生、小学校

５年生の週の総運動時間の調査では、小５男子

と中２男女において、全国の平均よりも下回っ

ているという結果が出ています。 

 また、最近では、ゲームなどに時間を費やし、

独りの時間を過ごす子供が増加しており、コミ

ュニケーション能力が低下することも懸念され

ています。コミュニティーを広げることで新た

な友達と出会い、コミュニケーション能力や

チームワークを身につけることや、自分の居場

所を見つけることで、より充実した生活を送る

ことにつながると思います。 

 山口県が学生にとって住みやすい場所となる

ためには、一緒になって様々な活動ができる場

所や道具を充実させ、安心して暮らすことので

きる環境をつくることが大切だと考えました。 

 そこで、２つ質問をさせていただきます。 

 １つ目ですが、県内の大学等への進学者や県

内への就職者を対象として、費用軽減措置を図

るなどの取組を行うことは可能でしょうか。 

 ２つ目に、部活動が地域に移行した場合の指

導者や活動場所の確保、その費用負担等につい

て、県では具体的にどのような政策を考えてお

られますか、お聞かせください。 

 以上です。御清聴ありがとうございました。

（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

萩光塩学院高等学校、石井議員の御質問のう

ち、私からは県内就職者への費用軽減措置等に

ついてのお尋ねにお答えします。 

 少子高齢化や若者の県外流出が進む中、本県

経済が持続的に成長・発展し、地域が活性化す

るには、県内企業における次代を担う若い人材

の確保・定着を促進することが重要です。 

 このため、私は、一人でも多くの若者に就職

先として山口県内の企業を選んでいただけるよ

うに、県内企業への就職につながる若者の活動

や待遇改善に取り組む企業を積極的に支援して

います。 

 まず、県内就職につながる活動への支援に向

けては、就職先を決める上での重要性が高まっ

ているインターンシップについて、多くの学生

に参加していただけるよう、今年度、交通費と

宿泊費の助成を最大１２万円まで拡充し、参加

に伴う費用を実質的に全額支援しているところ

です。 

 また、県外に進学した若者を県内に呼び戻せ

るよう、新たに、県外在住の新卒者等が県内就

職に向けた活動をされる際の交通費を最大６万

円補助するなど、就職活動に伴う若者の経済的
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負担の軽減を図っています。 

 加えて、これらの支援情報を若者にしっかり

と届けられるよう、２０歳未満の転出先の約４

割を占める広島、福岡にキャリアコンサルタン

トを新たに配置し、大学、学生への情報発信体

制を強化するとともに、デジタルマーケティン

グの手法やＳＮＳの活用にも積極的に取り組ん

でいるところです。 

 次に、若者の待遇改善に向けては、初任給等

を４％以上引き上げた中小企業等に対して、最

大１００万円の奨励金を支給することにより、

賃上げを契機とした県内企業の魅力向上に取り

組んでいます。 

 また、お示しの奨学金制度については、新た

に奨学金返還支援制度を創設した企業等に対す

る支援も行い、これまでに１８０の県内企業が

制度を整えるなど、就職に際して若者が感じる

経済的不安を和らげるための県内企業の取組を

強力に後押ししているところです。 

 私は、多くの若者に山口県で働く選択をして

もらえるように、今後とも若者の経済的負担の

軽減に全力で取り組んでまいりますので、高校

生の皆さんも様々な機会を通じて、県内企業の

魅力にぜひ触れていただきたいと思います。  

議長（柳居俊学君）   

 大川総務部長。 

    〔総務部長 大川真一君登壇〕 

総務部長（大川真一君）   

県内進学者への費用軽減措置等についてのお

尋ねにお答えします。 

 本県においては、進学や就職時における若者

の県外流出が著しく、これに歯止めをかけるた

めには、県内大学等への進学者の約７割が県内

に就職していることも踏まえ、石井議員お示し

のとおり、県内高校生の県内進学を促進するこ

とが重要です。 

 このため県では、県内の全ての大学や短期大

学、企業経営者の団体などで構成する大学リー

グやまぐちという組織を設け、関係者が一体と

なって県内大学等の魅力発信などに取り組んで

います。 

 具体的には、ガイドブックの作成やイベント

の開催等により、高校生に対して、県内大学等

で学べる分野や取得できる資格、県外進学と比

べて安価な生活費など、各大学等の特色や県内

進学のメリットなどを発信しているところです。 

 また、お尋ねの費用軽減措置については、本

県の医療や福祉、基幹産業を支える専門的な人

材など、ニーズが高い分野の人材確保等を図る

ため、県内・県外の学生を問わず、卒業後の県

内への就職を条件に、奨学金の返還支援等を行

っています。 

 県としては、今後とも、本県の取組がより効

果的なものとなるよう、高校生の皆さんの意見

等を踏まえ、適宜見直しを図りながら、大学

リーグやまぐちを中心に、大学や企業等としっ

かりと連携し、県内進学の促進に積極的に取り

組んでまいります。 

議長（柳居俊学君）   

 木安観光スポーツ文化部長。 

    〔観光スポーツ文化部長 木安亜紀江

さん登壇〕 

観光スポーツ文化部長（木安亜紀江さん）   

部活動の地域移行についてのお尋ねにお答え

いたします。 

 県では、部活動の地域移行に当たって、山口

県に住む生徒がスポーツや様々な活動に持続的

に親しめる環境を整備するため、指導者や活動

場所の確保、費用負担への対応など、移行に向

けた取組を進めることとしています。 

 具体的には、まず、指導者の確保については、

指導者と地域クラブを結びつける人材バンクの

一層の活用に向け、スポーツ・文化芸術団体の

関係者に加え、新たに民間企業や大学生などに

幅広く登録を働きかけていきます。 

 また、活動場所の確保については、地元の中

学校と地域移行に意欲的な総合型地域スポーツ

クラブとが連携して実施する体制整備の取組に

対する支援など、生徒が身近な場所で活動でき

るよう、地域の受皿確保に向けた取組を進めま

す。 

 さらに、各市町において、学校や関係団体に
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よる協議会等を通じ、地域クラブが施設を使用

する際のルールづくりが検討されており、県と

しては、全国の好事例を市町へ情報提供するな

ど、学校施設等が利用しやすい環境づくりにも

取り組んでいきます。 

 次に、費用負担への対応については、生徒の

移動手段の確保や各家庭の負担軽減など、地域

の実情に応じた市町の取組に対し、今後示され

る国の支援策を踏まえ、県としての具体的な対

策を検討してまいります。 

 県としては、こうした取組により、生徒が自

分の居場所を見つけ、より充実した生活ができ

るよう、引き続き市町や関係団体等と連携し、

指導者や活動場所の確保など、部活動の地域移

行に向けた環境づくりを進めてまいります。 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 熊毛北高等学校、石田瑞歩君。 

    〔石田瑞歩君登壇〕（拍手） 

石田瑞歩君  

 山口県立熊毛北高等学校１年の石田瑞歩です。

私からは、電気代の高騰が高齢者の熱中症リス

クを高めている現状について、提案と質問をさ

せていただきます。 

 気象庁によると、最高気温が３５度に達する

猛暑日は、山口市では２００１年には１３日で

したが、今年は５０日もあり、過去最高の日数

となりました。熱中症の危険性は年々増してい

ます。 

 消防庁の統計によると、山口県では２０２５

年の７月から８月の間に７０４人が救急搬送さ

れ、そのうち約６割が高齢者でした。猛暑の厳

しさが、高齢者に大きな負担をかけていること

が分かります。 

 また、日本気象協会による熱中症対策につい

ての意識調査では、電気代がかかることが気が

かりという不安が上位になっており、電気代の

値上がりでエアコンの使用をためらう高齢者は

多いと考えられます。さらに高齢者は、若い人

よりも暑さや喉の渇きを感じにくいため、熱中

症になりやすいと言われています。 

 そこで、高齢者がより適切に冷房を使用でき

るよう、私は次の３つを提案します。 

 １つ目は、夏の電気代支援です。 

 政府は、２０２３年に電気・ガス価格激変緩

和対策事業を行いました。これは家計の有効な

支えになっていたと思います。そこで、山口県

でも独自に電気代の支援ができるとよいと思い

ます。対象は、６５歳以上の高齢者です。期間

は、熱中症警戒アラートが発表された日や、７

月から９月の昼間とするなど、条件を設定しま

す。そうすることで予算を抑えながらも、最も

危険な時間帯にエアコンを安心して使用できる

ようにします。 

 ２つ目は、冷房器具の整備支援です。 

 古い冷房器具は、新型の製品と比較して、消

費電力が大幅に高い傾向があります。そのため、

古い冷房器具を使用している家庭には、省エネ

機器への交換費用を補助します。実際に交換費

用を補助する取組を行っている市や町もありま

す。しかし、この取組は市や町によっても様々

です。そこで、これを県として取り組むことで、

県内全ての市や町で平等に補助を受けられるよ

うになると思います。 

 また、この補助に関しては、先着順のところ

があります。すると、高齢者がこの補助を受け

られない場合があります。したがって、県とし

て取り組む際は、高齢者優先の仕組みを設けま

す。 

 ３つ目は、地域による見守りです。 

 各市や町の民生委員や地域の見守り隊と連携

し、単身高齢者の家に温湿度計を配ります。そ

れと同時に、エアコンの適切な使い方を分かり
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やすく説明します。高齢者が、温湿度計を目安

として適切にエアコンを使用できるよう、地域

で一体となってサポートしていきます。 

 そこで、質問をさせていただきます。高齢者

が熱中症とならないよう、県として取り組んで

いる政策や検討している政策はありますか、お

聞かせください。  

 以上で終わります。御清聴ありがとうござい

ました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

熊毛北高等学校、石田議員の御質問にお答え

します。 

 地球規模での気候変動の影響により、毎年、

夏の厳しい暑さが常態化をする中、本県でも熱

中症による健康被害は増加傾向にあることから、

私は、県民の安心・安全を守るためには、国や

市町、民間企業等と連携し、熱中症対策に取り

組むことが重要と考えています。 

 まず、熱中症は誰にでも起こり得る身近なリ

スクであることから、一人一人が基礎知識や予

防方法等を正しく身につけることが必要である

ため、県のホームページや県政放送、広報誌等

を通じて熱中症に関する情報を発信をするとと

もに、民間企業と連携した啓発キャンペーンを

行ったところです。 

 また、屋外での活動を控えるべきかどうか判

断できるよう、国による熱中症警戒アラートな

どの重要な情報を市町と連携して、迅速に県民

の皆さんに届けるとともに、熱中症予防の指標

である暑さ指数を測定する機器を貸し出すなど

の取組も展開しているところです。 

 とりわけ、石田議員のお示しのとおり、高齢

者は暑さや喉の渇きを感じにくく、自ら熱中症

の予防行動を取ることが難しい場合がある上、

電気代の値上がりで冷房の使用をためらうこと

も少なくないと言われるなど、熱中症のリスク

が高いことから、より一層の予防対策が必要で

す。 

 このため、まず、高齢者等がより適切に冷房

を使用できるよう、夏の電気代の負担軽減につ

いて、国においては、７月から９月までの３か

月間、電気代の支援が行われており、県におい

ても、高齢者が入居している介護施設等の光熱

費の負担軽減が図られるよう支援を行っていま

す。 

 また、冷房器具の整備支援については、県に

おいては、生活に困窮されている方に対し、冷

房器具をはじめとした、生活品の購入に必要な

資金の貸付けを行う社会福祉協議会に対して、

運営費の支援を行っているところです。 

 さらに、独り暮らしなどの高齢者が冷房を適

切に使用するためには、周囲の人々による声か

けや見守り等も重要となることから、民生委員

や郵便局、関係団体等との連携による、必要に

応じた訪問や電話による確認など、様々な機会

を捉えた見守り活動を促進しています。 

 私は、今後とも、県民の安心・安全を確保す

るため、国や市町、民間企業等と連携して、深

刻化が懸念される熱中症への対策強化に取り組

んでまいりますので、石田議員をはじめ高校生

の皆さんも、熱中症予防に関する情報をしっか

りとキャッチをして、身近な方に発信をしてい

ただくようによろしくお願いいたします。 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 高水高等学校、山本幸太郎君。 

    〔山本幸太郎君登壇〕（拍手） 

山本幸太郎君   

高水高等学校２年、山本幸太郎です。 

 私からは、山口県での若手医師の不足につい
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て、提案と質問をさせていただきます。 

 令和４年の医師・歯科医師・薬剤師統計によ

りますと、本県の医師の平均年齢は５３.３歳と

全国平均の５０.３歳を上回っており、全国で２

番目に高い水準にあります。さらに、医療施設

に従事する医師のうち、３５歳未満の若手医師

の割合は１６.４％であり、全国平均の２０.３

％を大きく下回っています。 

 これらのデータから、本県では若手医師の不

足、減少が深刻化しており、今後、５０歳以上

の現役世代の医師が引退を迎える中で、地域医

療の担い手が不足し、県全体の医師不足につな

がる可能性があると考えられます。 

そこで、山口県の若手医師不足解決のための

アプローチを２つ提案させていただきます。 

 １点目は、医師修学資金制度の拡大について

です。 

 現在、山口大学医学部の卒業生の多くが、県

外で臨床研修を行い、さらにその後も県外で就

職する傾向が見られています。実際に、山口大

学医学部の出身者のおよそ２分の１が県外で臨

床研修を受けており、県内で臨床研修を行った

医師のうち約４割が県外の医療機関に就職して

います。これは、山口県で働く可能性のある若

手医師が県外に流出していることを示しており、

結果的に県内の若手医師の数が大きく減少する

一因となっています。 

 このような状況を踏まえ、山口県が実施して

いる、地域医療に従事することを条件に返済が

免除される医師修学資金制度の対象者を拡大す

ることを提案いたします。 

現在、この制度は、山口県出身の学生が対象

となっておりますが、今後は県外出身の医学生

も新たに対象に加えることで、県外に流出して

しまっている若手医師の補塡につながると考え

られます。また、経済的な理由で医学部進学を

ためらっている優秀な学生にとっても、この制

度は大きな支援となり、山口県の医療人材の層

を広げることも予想されます。 

 ２点目は、引退された医師の技術を生かす仕

組みの整備です。 

 先述のとおり、本県では医師の平均年齢が全

国で２番目に高く、今後は高齢の医師が現役を

退くケースがますます増えると予想されます。

しかし、そのような医師の方々は、長年の経験

や医療現場での豊富な知見を持っており、この

貴重な経験を、医師を引退された後も講義や研

修、指導の場を通じて若手医師に伝えていただ

く機会を増やしていくことで、医療現場におけ

る若手医師の技術の向上が期待でき、人数的な

若手医師不足を質の向上によって補うことがで

きると考えます。 

 以上の提案を踏まえて、２つ質問させていた

だきます。 

 １つ目の質問です。医師修学資金制度につい

て、医師が足りない現状を打破するために、制

度の拡大をするのがよいと考えたのですが、こ

の制度の拡大、条件の緩和は可能でしょうか。 

 ２つ目の質問です。現在引退された医師の方

によるレクチャーなどは行われていますか。ま

た、これらの活動を拡大することによる若手医

師の育成の効率化を図ることができると考えま

すか。 

 以上で終わります。御清聴ありがとうござい

ました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

高水高等学校、山本議員の御質問のうち、私

からは医師修学資金制度の拡大についてのお尋

ねにお答えします。 

 私は、全ての県民に良質な医療を持続的に提

供できる体制を構築するためには、地域医療を

支える医師を安定的に確保することが極めて重

要であると考えています。 

 とりわけ若手医師は、将来の本県の医療を牽

引する人材であることから、その確保に向け、

県内の医療機関での勤務を償還免除要件とする

医師修学資金制度を運用するなど、重点的に取

組を進めてきたところです。 

 本県の医師修学資金制度は、平成１８年度か
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ら開始し、これまで県外出身者４４人も含め３

１２人に貸与するとともに、効果を検証しなが

ら、適宜、山口大学等と連携して、返還免除と

する勤務医療機関の拡大や県内での臨床研修の

義務づけなどの見直しを行ってきたところです。 

 制度対象者については、山口大学の医学部生

が卒業後に本県で臨床研修を行った場合、引き

続き県内医療機関に勤務する割合は県内出身者

のほうが県外出身者と比べて高く、国からも同

様のデータが示されたことから、平成３０年度

に貸与対象を県内出身者に限ると見直して運用

しています。 

 今後さらなる若手医師を確保するためには、

山本議員のお示しのように、県外出身者を含め

た全ての山口大学医学部生に対し、山口大学や

県医師会などの関係団体、医療機関等と緊密に

連携をしながら、卒業後の県内勤務につながる

取組を行うことが大変重要であると考えていま

す。 

 このため、県では、県内医療機関の充実した

臨床研修プログラムの魅力を発信し、県内で臨

床研修を受けたいと思う山口大学医学部生をさ

らに増やすため、ＳＮＳの活用や医学部生を対

象とした説明会の開催などを行っています。 

 さらに、臨床研修後も県内で継続してキャリ

アアップできるよう、関係医療機関が多様な専

門研修プログラムを設け、専門医の育成体制を

整備しており、令和４年の３５歳未満の若手医

師数は、平成３０年から約８０名増加するなど

一定の成果が得られています。 

 県としましては、こうした取組と併せて、医

師修学資金制度についても、若手医師がさらに

確保できるよう、制度の効果的な運用に向け、

山口大学等と連携しながら適切に見直しを行っ

てまいります。 

 私は、県民の皆様が安心できる医療提供体制

を構築するため、地域医療を支える若手医師の

確保に全力で取り組んでまいりますので、山本

議員はじめ、より多くの皆さんに地域医療に関

心を持っていただくことを期待しています。  

 

議長（柳居俊学君）   

 石丸健康福祉部長。 

    〔健康福祉部長 石丸泰隆君登壇〕 

健康福祉部長（石丸泰隆君）   

引退された医師の技術を生かす仕組みの整備

についてのお尋ねにお答えします。 

 退職した医師を含む先輩医師が、若手医師に

対し、自らの診療経験に基づいた貴重なスキル

を伝えることは、地域医療の質の向上を図る上

でも非常に有効な取組であると認識しています。 

 医療の世界が日進月歩していく中、若手医師

は、配属された急性期医療機関等の先輩医師で

ある現役の指導医から、様々な診療行為を通じ

たきめ細かな指導を受け、日々、自身の医療の

技術を向上させているところです。 

 また、県では、県内医療機関と連携し、多様

な専門研修プログラムを設けるとともに、山口

大学と共同運営する地域医療支援センターでキ

ャリアアップのサポートを行うなど、充実した

若手医師の育成体制を整備しています。 

 加えて、第一線の現場を引退された医師につ

いては、例えば名誉教授として自身の豊富な診

療経験に基づく専門的な知見や医師としての心

構え等について、現役の医師を対象に講演され

ており、こうした取組は、お示しのとおり、県

内の若手医師の質の向上に資するものと認識し

ています。 

 私自身も医師の一人でございますので、今後

は、若手医師の育成のために、行政や臨床時代

の自分の経験などについて講義や研修を行うな

ど、山本議員のお示しの取組に少しでも協力で

きるよう努めてまいりたいと考えています。 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 山口松風館高等学校、西米秀利君。 

    〔西米秀利君登壇〕（拍手） 
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西米秀利君  

 

山口松風館高等学校定時制課程中間年次の西

米秀利です。よろしくお願いします。 

 私からは、多様なニーズに応じた学校再編に

関し、県の政策及び取組についてお伺いします。 

 昨今では、全国的に多様な学び方に対応する

ことができる高等学校の設置が進んでいます。

山口県においても、県の教育目標、未来を拓く

たくましい「やまぐちっ子」の育成における施

策の柱の１つとして、誰一人取り残されること

のない教育の推進が設定されており、障害やい

じめ、不登校等の困難を有する児童生徒の多様

なニーズに対応した教育を推進することが明記

されています。 

 また、２００５年から中長期的な高校教育の

拡充のために定期的に発表されている県立高校

再編整備計画に基づき、新たな学科や学校の設

置が行われております。 

 一例として、私の通う山口松風館高校も、こ

の再編整備計画に基づき設置をされました。２

００５年の初期計画において設置の検討が発表

され、２０１８年の計画で設置が確定、２０２

２年に午前・午後・夜間の３部を併せ持つ新た

な教育システムの高校として開校いたしました。 

 山口松風館高校は、学習時間帯、修業年数、

履修科目などにおいて、生徒自身が学び方を選

択できるので、私自身も、多様なニーズに応え

る柔軟な教育システムを持つ新たなタイプの高

校であると実感をしております。 

 ２０２２年に発表され、２０２３年に一部改

定された県立高校再編整備計画前期実施計画で

は、実施内容として、高校の再編統合と募集停

止、特進探究科の設置、中高一貫教育校の設置

が発表されました。また、先日発表されました

県立高校再編整備計画後期実施計画（素案）で

は、新たな再編統合や募集停止のほかに、普通

科における学科改編や多部制定時制高校の設置

が示されました。これらによって、山口県の高

校生の通学実態や地域バランス、生徒のニーズ

を踏まえた学校の再編等が実施されるものと承

知をしております。 

 しかしながら、全国的に多様な学びへのニー

ズの高まりはこの先も続き、学校教育において、

多様なニーズを踏まえた教育システムの構築や、

生徒が自身の学び方を選択できる柔軟な教育シ

ステムの構築という視点を持ちながら学校再編

に取り組んでいくことが、より一層期待される

のではないかと考えます。 

 また、私は、このような視点で学校を整備す

ることは、多様化する生徒のニーズに対応する

だけでなく、中学生の地元進学につながり、ひ

いては若者の県外流出の抑制にも寄与するので

はないかと考えます。 

 そこで、これらの現状や社会の実態を踏まえ

て、お伺いします。 

 多様な学びや柔軟な教育システムへのニーズ

の高まりに対する県の政策について、現在行わ

れている取組と今後の展望について、学校再編

や新たな学校の設置も含めて、県のお考えをお

教えください。 

 質問は以上となります。御清聴ありがとうご

ざいました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 繁吉教育長。 

    〔教育長 繁吉健志君登壇〕 

教育長（繁吉健志君）   

山口松風館高等学校、西米議員の御質問にお

答えします。 

 社会が大きく変化する中、生徒の皆さんの興

味・関心や学ぶ意欲、目的意識等がますます多

様化しており、生徒一人一人の学びたいという

意欲に応え、個性を伸ばしていくためには、高

校教育の質を高め、多様な学びや柔軟な教育シ
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ステムへのニーズに対応していくことが重要で

あると考えています。 

 このため、県教育委員会では、中学校卒業者

数の減少等を踏まえ、県立高校将来構想に基づ

き、特色ある学校づくりと学校・学科の再編整

備に取り組んできたところです。 

 具体的には、お示しの山口松風館高校や、学

科の枠を超えた教育活動を展開する厚狭明進高

校の設置、大学での高度な学習につながる高い

学力を育成する文理探究科の設置など、選択幅

の広い教育の推進や活力ある教育活動の展開が

できるよう、高校教育の充実に努めてきました。 

 今後は、現在、策定を進めている県立高校再

編整備計画の後期実施計画に基づき、岩国商業

高校東分校を午前部と午後部を併せ持つ定時制

の新高校として独立させることとしており、山

口松風館高校や下関双葉高校と同様に、多様な

生活スタイルや学習ニーズに一層対応した学校

づくりを進めてまいります。 

 また、大学等への進学や県内企業への就職な

ど多様な進路選択に、より柔軟に対応できるよ

う、従来の普通科の一部を未来デザイン科に改

め、県内大学や地元企業と連携・協働した、地

域社会の課題解決に関する学習などの充実を図

ることとしています。 

 さらに、再編統合により、先進的な技術や、

高度な専門性を身につけることができる工業科

を有する高校を設置するとともに、学科改編等

により、社会全体のＤＸ化などに対応した学科

や、教師を目指す生徒のニーズに対応した教職

コースを設置するなど、特色ある教育活動を推

進してまいります。 

 県教委といたしましては、引き続き、柔軟で

質の高い学びの実現や、生徒にとって魅力ある

学校づくりに取り組むことにより、高校生の皆

さんがそれぞれの目標を実現できるよう、しっ

かりと支援してまいります。 

 西米議員をはじめ、高校生の皆さんには、そ

れぞれの夢の実現に向け、様々な学びを深めて

いただき、山口県の将来をつくる人材として活

躍されることを期待をしております。  

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 この際、暫時休憩をいたします。再開は午後

２時２０分の予定でございます。 

    午午後後２２時時００８８分分休休憩憩  

───────────────────── 

    午午後後２２時時２２００分分開開議議  

議長（柳居俊学君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

───────────────────── 

  日日程程第第３３  高高校校生生議議員員にによよるる質質問問      

議長（柳居俊学君）   

 日程第３、元気な山口県をつくっていくため

の取組を議題とし、質問の議事を継続いたしま

す。 

 大津緑洋高等学校、美濃穂乃花さん。 

    〔美濃穂乃花さん登壇〕（拍手） 

美濃穂乃花さん   

 山口県立大津緑洋高等学校２年、美濃穂乃花

です。 

 私からは、山口県における国際理解教育にお

いて、小学校教育に焦点を当てて、提案と質問

をさせていただきます。 
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 令和７年度山口県教育推進の手引きに掲げら

れている施策に、グローバルに活躍する人材の

育成があります。その取組方針として、児童生

徒にオンラインを含む国際交流の機会の充実に

取り組み、世界的な視野と地域課題への関心を

併せ持つ人材を育成すること、国際協調や協力

を実践する態度等を育む教育活動を推進するこ

となどが挙げられています。また、私の住んで

いる長門市の教育大綱にも、グローバルな視点

で学ぶ子どもを育てるという目標の下、英語教

育やＩＣＴを活用した学びの推進が明記されて

います。 

 私は、高校の部活動で外国の方とオンライン

で交流したとき、過去に同じような交流を経験

したことのある友人のほうが、コミュニケーシ

ョンを取る上で心理的な障壁が低く、相手を外

国人ではなく一人の人間として捉えていること

に気づきました。同時に、私の小中学校での国

際理解教育の記憶が薄いことも実感しました。 

 そこで、同年代の高校生の国際理解教育に対

する意識を知ろうと思い、総合的な探究の時間

の授業で、本校大津校舎の２年生を対象にアン

ケートを実施しました。回答した生徒８９人の

うち、国際理解教育を受けたと答えたのは約６

４％、そのうち約８６％が、学校教育の一環で

異文化理解を深めたと回答しており、多くの生

徒にとって学校が国際理解教育の主な場となっ

ています。しかし、３割以上が国際理解教育を

受けていない、あるいは受けていても記憶に残

っていないということが明らかになりました。 

 国際理解教育の基盤を築くためには、外国語

活動が始まる小学校での取組の充実が大切にな

ります。そのためには、指導内容やアイデアの

共有を通して、先生方が安心して教育活動を行

えるようにすることが重要だと考えます。また、

同じ市内の学校でも、外国の方や国際的に活躍

している方と交流する機会には差があります。

こうした方々との交流は国際理解への入り口と

して重要であり、全ての児童にそうした機会を

担保する必要があります。 

 そこで、次のような提案をさせていただきま

す。まず、県として、小学校における国際理解

教育のカリキュラムや実践事例を体系化し、全

県に共有していただきたいです。ＡＬＴや地域

の国際人材と連携した活動、海外の学校とのオ

ンライン交流など、モデルプランを提供するこ

とで、現場の先生方も安心して取り組むことが

できるようになるのではないでしょうか。あわ

せて、教員研修やオンライン交流で必要となる

ＩＣＴの活用に対するサポート体制を強化し、

地域や学校間における教育格差を減らすことが

できるよう支援をお願いします。 

 そこで質問させていただきます。県内の小学

校における国際理解教育の年間を通じたカリキ

ュラムの例があれば教えていただけないでしょ

うか。また、グローバル化が進む現代において、

国際理解教育及びオンラインを含めた国際交流

についての今後の展望や計画について伺いたい

です。 

 この質問を通して、山口県の国際理解教育が

さらに充実するとともに、私たち高校生にでき

ることを考える機会になればいいと思います。 

 御清聴、ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 繁吉教育長。 

    〔教育長 繁吉健志君登壇〕 

教育長（繁吉健志君）   

大津緑洋高等学校、美濃議員の御質問にお答

えします。 

 グローバル化が急速に進展し、多様な文化や

価値観に触れる機会が増加する中、子供たちが

豊かな国際感覚を持ち、幅広い視野で考え、行

動することができるようになるためには、国際

理解教育の充実が大変重要であると考えていま

す。 

 このため、県教育委員会では、小学校段階か

ら、児童が様々な国や地域の文化を理解し、外

国の方々とコミュニケーションを取る楽しさを

実感できるような授業づくりを推進していると

ころです。 

 また、ＡＬＴや地域の方々の協力の下、外国

語を使ったコミュニケーションを体験したり、
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異文化への理解を深めたりする活動等が、全て

の小学校で行われています。 

 お尋ねの、小学校における国際理解教育のカ

リキュラムの例については、児童が、外国の子

供や大人と対面あるいはオンラインによって交

流する活動や、互いの伝統文化を体験する活動、

観光に訪れた外国人に地域の魅力を伝える活動

などがあり、これらの活動は、外国語や総合的

な学習の時間の授業を中心として計画的に行わ

れているところです。 

 また、今後の展望や計画については、各学校

において、ビデオ通話等のリアルタイムでの交

流に加え、チャット機能などを活用した日常的

な交流を行うことができるよう、ＩＣＴの活用

に関する教員研修を充実させ、地域や学校間の

格差なく国際交流が行えるようにしていきたい

と考えています。 

 さらに、より多くの児童が、国際交流の経験

ができるよう、今回、美濃議員から頂きました

御提案を踏まえ、各学校で行われている国際理

解教育に関する実践事例を県全体で共有する取

組を進めてまいります。 

 県教委といたしましては、子供たちがグロー

バルな視点で社会に参画する人に成長できるよ

う、国際理解教育の一層の充実を図ってまいり

ます。 

 なお、高校生に向けても、海外の訪問団との

相互交流や、海外での留学に必要な経費の支援

等を実施していますので、美濃議員をはじめ、

高校生の皆さんには、こうした制度等を積極的

に活用していただき、豊かな国際感覚を養い、

ふるさと山口の未来をつくる存在として活躍さ

れることを期待をしております。 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 慶進高等学校、吉原芽生さん。 

    〔吉原芽生さん登壇〕（拍手） 

 

 

 

 

吉原芽生さん   

 慶進高等学校２年の吉原芽生です。 

 私からは、高齢者の住みやすい山口県につい

て質問させていただきます。 

 山口県の高齢化は全国的にも顕著であり、２

０２３年時点で６５歳以上の高齢化率は３５.３

％、２０２４年時点では３５.５％に達していま

す。全国平均が約２９.３％であるのと比べると

高い水準であり、今後も単身高齢者や高齢夫婦

世帯の増加に伴い、高齢者への生活支援の重要

性は一層高まります。このような人口構造の下

で、買物弱者と呼ばれる人々の存在が社会問題

化しています。 

 山口県の中山間地域や過疎地では、商店や

スーパーマーケットが減少し、徒歩や自転車で

生活必需品を購入できない高齢者が増えていま

す。山口県では「買い物弱者対策研究会」を設

置され、実態把握や支援策の検討を進められて

いますが、地域ごとの状況に差が大きく、十分

な対応には至っていないのが現状です。 

 この問題の具体的な支援策として、移動販売

車や宅配サービスが考えられます。全国では、

行政や民間企業、ＮＰＯ法人など、多様な主体

によって移動販売が展開されており、山口県内

でも一部の市町で週数回の巡回販売が実施され

ています。また、宅配サービスについても、

スーパーマーケットやコンビニエンスストア、

さらには生活協同組合が参入し、高齢者が自宅

にいながら生活必需品を購入できる仕組みが徐

々に整いつつあります。しかし、採算性の確保

や担い手不足といった課題から、長期的な継続

には不安が残っています。 
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 さらに、高齢者の免許返納の問題があります。

認知機能や身体機能の低下などを理由に、自動

車の運転が困難になった高齢者に対し、運転免

許の返納を促す取組が推進されています。警察

庁の統計によれば、全国の免許自主返納件数は

２０２４年に約４２万件と増加に転じましたが、

地域差が大きく、山口県のように自家用車依存

度の高い地域では返納が進みにくい傾向にあり

ます。その最大の理由は、返納後の移動手段が

確保できないことだと考えられます。バス路線

の縮小や鉄道駅までの距離の遠さなどにより、

車を手放すと通院や買物が極めて困難になると

感じる高齢者が多く存在します。 

このような現状を踏まえると、単に免許返納

を促すだけではなく、返納後の生活を支える仕

組みが必要です。具体的には、デマンド型交通

や自動運転バスの導入、地域住民による送迎ボ

ランティアの制度化、さらにはＩＣＴを活用し

た買物代行アプリの普及など、多角的な対策が

求められます。特に、山口県のように公共交通

網が脆弱な地域では、これらの施策を組み合わ

せて早期に実行することが急務です。 

 そこで、２点質問させていただきます。 

 １つ目に、移動販売車や宅配サービスの持続

的な運営には採算性や人員確保の課題がありま

すが、県として、県内の市町や民間事業者、Ｎ

ＰＯ法人を横断的に支援していく考えはあるの

でしょうか。 

 そして２つ目に、高齢者の免許返納を進める

には返納後の移動手段の確保が不可欠ですが、

県として、デマンド型交通や自動運転バスなど

の新しい交通手段をどの程度導入していく方針

でしょうか、お聞かせください。 

 以上です。御清聴、ありがとうございました。

（拍手）  

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

慶進高等学校、吉原議員の御質問のうち、私

からは新しい交通手段の導入の方針についての

お尋ねにお答えします。 

 高齢者が住み慣れた地域で安心・安全に暮ら

し続けるためには、免許返納後の通院や買物な

ど、日常生活を支える公共交通の確保・充実が

大変重要です。 

 とりわけ、お示しのあったように、公共交通

網が脆弱な地域では、各地域が実情に応じて効

果的な手法を選択し、新しい交通手段の導入を

進めていく必要があると考えています。 

 このため、私は、高齢者の身近な移動手段で

ある路線バスの運行に対する支援等に加え、デ

マンド交通や自動運転バスの導入など、効率的

で利便性の高い交通モードへの転換を積極的に

推進しています。 

 具体的には、ＡＩデマンド交通など、デジタ

ル技術を活用した新たなモビリティーサービス

の導入を目指す市町に対し、ノウハウを有する

専門家を派遣し、全国の先進事例を踏まえた助

言等の支援を行っています。 

 また、周南市等と連携して、昨年度から自動

運転バスの実証を行っており、将来的には運転

士が乗車しない、完全自動運転での運行を目指

しています。 

 加えて、下関市では、人と物を同じ車両で効

率よく運ぶＡＩデマンドの取組が行われている

ほか、宇部市で、地域住民等の一般ドライバー

が運送を行う公共ライドシェアの取組も始まっ

ています。 

 県では、今後、こうした各地域の取組内容や

その成果等に関するセミナーを開催し、新しい

交通手段の導入が他の市町にも広がるよう、取

り組むこととしています。 

 私は、免許返納後の高齢者の生活を支える公

共交通の確保・充実に向け、今後とも、デマン

ド交通や自動運転バスなどの新しい交通手段の

導入を、県内の必要とする各地で進めていく方

針であり、引き続き、交通事業者や市町等と連

携して取り組んでいきます。 

 吉原議員をはじめ、高校生の皆さんも、高齢

者の移動手段の確保について、これからも柔軟

な発想で対応策を考え、提案をしていただくよ
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うにお願いします。  

議長（柳居俊学君）   

 池田総合企画部長。 

    〔総合企画部長 池田博之君登壇〕 

総合企画部長（池田博之君）  

買物弱者対策についてのお尋ねにお答えしま

す。 

 人口減少や少子高齢化が進む中山間地域では、

小売店舗の廃業や公共交通の減便等が生じてい

る地域があり、買物や移動など、日常生活に必

要なサービスの確保は重要な課題となっていま

す。 

 このため、県では、小売店舗が廃業した地域

での新たな店舗開設や路線バス等を代替・補完

するデマンド交通の導入など、市町や地域団体

が主体となった買物弱者対策の取組を支援して

います。 

 こうした中、吉原議員お示しのとおり、民間

事業者による買物支援サービスが近年広がりを

見せており、例えば、地元のスーパーと提携し

て個人が運営する移動販売車は、直近１０年間

で４０台以上が新たに稼働しています。 

 また、ＪＡや生活協同組合なども移動販売事

業に参入し、離島をはじめ過疎地域にも巡回し

ており、地元スーパー等による宅配サービスの

配達エリアも県内全域へと拡大してきています。 

 こうした状況から、県による民間事業者等の

運営に対する支援は現時点では検討していませ

んが、今後、人口減少がさらに進めば、事業の

継続に影響が生じることも想定されます。 

 このため、「買い物弱者対策研究会」におい

て、持続的な運営に関する課題把握にも努めな

がら、引き続き、有効な買物支援策について検

討していきます。 

 県としては、今後とも、市町や地域団体、民

間事業者等と連携し、中山間地域等で生活する

高齢者等の買物弱者対策に取り組んでまいりま

す。  

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 周南総合支援学校、合田凛音君。 

    〔合田凛音君登壇〕（拍手） 

合田凛音君  

 

山口県立周南総合支援学校高等部３年の合田

凛音です。私からは２点、障害者福祉に関して

質問させていただきます。 

 まず１点目、障害がある高校生の雇用につい

てです。 

 私は現在、進路決定に向けて職場実習を繰り

返し行っています。支援学校生は何回も実習を

行って就職につなげているという現実があるの

ですが、その職場実習の実施は、進路部の先生

が一社一社回ってされるお願いと段取りがあっ

て実現するものです。 

 現在の山口県の障害者雇用の状況は次のとお

りです。障害者雇用促進法により定められてい

る企業・事業所における法定雇用率の達成基準

は２.５％です。これが来年の７月には２.７％

に引き上げられます。 

 厚生労働省山口労働局の資料によると、令和

６年の県内の実雇用率は２.７７％、全国１位は

沖縄県の３.３９％でした。そして、法定雇用率

達成基準の割合は全国で４６％、山口県は５４.

４％ですが、前年より割合が４.１ポイント下が

っています。全国１位は島根県の６６.３％です。 

 合同企業フェアに参加したときのことです。

（掲示）こちらにお示しするやまぐち障害者雇

用推進企業シンボルマークを掲示している企業

があり、調べたところ、障害者雇用に積極的な

県内の企業や事業所への認定マークであると知

りました。 

 山口県では法定雇用率をクリアはしてはいま

すが、シンボルマークと推進企業認定について
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は認知度が低いのではないでしょうか。結果と

して、障害者雇用に向けた積極的な動きがない

ように思います。 

 先ほどの合同企業フェアでシンボルマークの

掲示があったのは、岩国会場４０社と下松会場

３５社のうち、１社のみでした。障害者の雇用

推進に向けて、企業側への周知が必要であると

考えます。 

 山口県では、育児休業制度の普及のため、Ｘ、

インスタグラム、ユーチューブでＰＲをされて

います。このようなアピールや宣伝などが障害

者雇用推進にも有効であると考えますが、山口

県の取組について、現状と方針を教えていただ

きたいと思います。 

 続いて２点目、公共施設のバリアフリー設備

についてです。 

 私の友人は車椅子ユーザーです。利用できる

スロープや入浴設備が増えてきたなと実感する

一方で、商業施設や娯楽施設においては、車椅

子使用者用駐車区画やバリアフリートイレの不

適正利用が目立つとも感じています。特に駐車

場については、本当に利用すべき人が利用でき

ないという問題があります。 

 山口県をはじめ全国では、パーキングパーミ

ット制度が導入されています。（掲示）こちら

が、県内で配付されている、やまぐち障害者等

専用駐車場利用証です。これにより、不適正利

用が一定程度減少したと国交省のガイドライン

では報告されています。また、友人によると、

山口県ではまだ見たことがないとのことですが、

他県では駐車スペースを事前登録する専用駐車

場を利用したことがあるそうです。 

 例えば、この２つの制度を組み合わせて導入

することによって、問題解決に効果があるので

はないでしょうか。バリアフリートイレなど導

入が難しいものもあるかもしれませんが、この

ことについて御意見を頂きたいと思います。 

 質問は以上です。御清聴、ありがとうござい

ました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

周南総合支援学校、合田議員の御質問のうち、

私からは障害がある高校生の雇用についてのお

尋ねにお答えします。 

 障害者が希望する職に就き、職業を通じた社

会参加のできる共生社会を実現するためには、

一人一人の特性や能力に応じて働くことができ

るよう、障害者雇用に対する企業の理解促進や

障害者に対する就業支援の取組が重要です。 

 このため、私はまず、企業の理解促進に向け

て、障害者の雇用と定着を推進する職場リー

ダーを養成するとともに、障害者雇用に関する

支援制度などを掲載したガイドブックの配布や、

障害者雇用に積極的なやまぐち障害者雇用推進

企業の認定・広報など啓発活動に取り組んでい

ます。 

 また、就業支援として、総合支援学校の生徒

の皆さんが就業への不安を解消し、働くことを

イメージできるよう、学校ごとに職場見学会を

実施し、企業と生徒が相互に理解を深めること

ができる出会いの場を創出しているところです。 

 さらに、総合支援学校高等部３年生を対象に、

企業現場での実践的な訓練を実施するとともに、

就業後においても、障害者職業訓練コーチがフ

ォローアップするなど、障害者の多様なニーズ

にきめ細かく対応しています。 

 こうした中、来年７月には、民間企業の法定

雇用率が２.７％に引き上げられることから、こ

れを機に障害者雇用を一層進めることができる

よう、企業の理解促進に向けて、さらなる取組

の強化を図ることとしています。 

 具体的には、１０月末現在で１０１社を認定

しているやまぐち障害者雇用推進企業について、

合田議員お示しのとおり、制度やシンボルマー

クの認知度を高めることが不可欠であるため、

県政放送や広報誌による周知に加え、ＳＮＳも

活用し、戦略的な広報を展開してまいります。 

 また、ガイドブックについて、企業がより障

害者雇用に取り組みやすくなるよう、詳細な支

援制度や最新の優良事例の紹介など、内容の充
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実を図ることとしています。 

 私は、総合支援学校の皆さんをはじめ、障害

のある人もない人も、希望や能力に応じて、職

業を通じた社会参加のできる共生社会を実現で

きるよう、全力で取り組んでまいりますので、

ぜひ、これからも柔軟な発想で、本県の課題に

ついて御提案を頂きますよう御協力をお願いし

ます。  

議長（柳居俊学君）   

 石丸健康福祉部長。 

    〔健康福祉部長 石丸泰隆君登壇〕 

健康福祉部長（石丸泰隆君）   

公共施設のバリアフリー設備についてのお尋

ねにお答えします。 

 障害者等専用駐車場やバリアフリートイレ等

のバリアフリー設備を、真に必要とする方々が

円滑に利用するためには、設備整備の促進を図

るとともに、全ての方に、その目的に沿った適

正利用について御理解いただくことが重要です。 

 このため、県では、民間事業者等に協力いた

だき、車の乗降や歩行の困難な方が利用証を掲

示することで、専用駐車場を利用できるパーキ

ングパーミット制度を推進するとともに、県政

放送等を通じて適正利用を呼びかけているとこ

ろです。 

 その結果、平成２２年度に制度を導入して以

降、現在では県内に１,０００か所を超える専用

駐車場が設置されていますが、適正利用につい

ては、いまだ十分に理解が浸透していない状況

です。 

 こうした中、お示しの事前登録制との組合せ

については、不適正利用の防止に効果的である

一方、民間事業者等にとって、システムの導入

に多額の費用がかかるなど、課題もあると感じ

ています。 

 県といたしましては、今後とも、パーキング

パーミット制度に協力いただける事業者を増や

すとともに、バリアフリー設備の適正利用の推

進に向け、広報啓発活動に取り組んでまいりま

すので、合田議員をはじめ高校生の皆さんも、

周知に御協力いただきますようお願いします。  

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 熊毛南高等学校、河内一真君。 

    〔河内一真君登壇〕（拍手） 

河内一真君   

 

山口県立熊毛南高等学校１年の河内一真です。

私からは、農業従事者の後継者の不足について、

質問をさせていただきます。 

 まず、山口県の農業従事者について現状をお

話しします。 

 ２０２０年の基幹的農業従事者数は、１万６,

６１３人と２０１５年から３０.５％減っていま

す。また、基幹的農業従事者の平均年齢は２０

２０年が７２.３歳と２０１５年から０.６歳上

がっています。全国平均との比較では４.５歳上

がっています。２０２０年の農業経営体のうち、

５年以内の後継者を確保できていない経営体が

７６.７％と、全国で３番目に高い水準となって

います。 

 農業従事者の後継者を増やすための施策に注

目すると、現在、県では、給付金や農業に必要

な機械の購入の支援等を行っています。給付金

では、新規就業者を雇用する農業事業者に、２

年目までは９０万円、３年目から５年目までは

８０万円の給付金を出しています。 

 また、就農に向け研修をしている新規農業従

事者に年間１５０万円、最長２年の支援を行っ

ています。機械の導入に対する支援では、県が

必要な施設や機械を３分の１負担しています。

しかし、先に述べましたように、こうした施策

を行っているにもかかわらず、県を取り巻く農

業従事者の現状は厳しいものとなっています。 
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 そこで、２点質問をさせていただきます。 

 １つ目の質問は、山口県の農業従事者の減少

対策です。 

 全国的に人口減少が進み、残念ながら、山口

県においても同様の状況にある中で、山口県の

農業従事者を増やすには、県外から山口県で農

業に従事する人に来てもらう取組を進める必要

があると思います。 

 先日、総合的な探究の時間に、地域×イノ

ベーションをキーワードにしたコンサルティン

グ業務に従事されている３０代の新潟県在住の

講師の方が、地域や地方にしかできないことが

あるというお話をされました。この講義を聞い

て、私も山口県でしかできないことがあるので

はないかと思いました。 

 例えば、山口県の特産品について全国にア

ピールし、「第二の人生を山口で」のようなキ

ャッチコピーなどを作り、ＩターンやＵターン

を促し、農業に従事するのにふさわしい県であ

ることをもっとＰＲするといいと思いますが、

このような取組はされていますか。 

 ２つ目の質問は、農業に関する県の広報活動

についてです。 

 若い人を増やすには、ＳＮＳの活用が重要だ

と考えています。先ほど述べた県の政策のほと

んどは、今回調べて初めて知ったことです。今

の状態では、農業をやりたいと思った人にしか

情報が伝わらないと思います。後継者を増やす

ためには、もっと気軽に多くの人が県の政策や

農業の現状を知り、農業について考えるきっか

けを増やすことが必要だと思います。 

 県のホームページには、農業を紹介する動画

やまとめた資料が多く見られました。これらを

もっと多くのＳＮＳ等を利用して発信すること

は可能でしょうか。現代社会の情報収集は、Ｓ

ＮＳを通じて行われることが多いです。そのた

め、県の政策として取り組んでいることをＰＲ

動画にして、ＳＮＳに上げるとよいと考えるの

ですが、いかがでしょうか。 

 以上です。御清聴、ありがとうございました。

（拍手）  

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

熊毛南高等学校、河内議員の御質問のうち、

私からは農業従事者の減少対策についてのお尋

ねにお答えします。 

 山口県においても、農業者の減少や高齢化は

深刻な課題であり、農業を将来にわたって持続

発展させていくためには、次代を担う新規就農

者を安定的に確保し、定着をさせていくための

取組が重要です。 

 このため、私は、市町等と連携をし、全国に

誇る給付金制度など、募集から技術研修、就農、

定着まで一貫した担い手支援日本一の取組を進

め、毎年約１００名程度の方が新規就農されて

います。 

 しかしながら、農業における担い手不足は一

層深刻化しており、お示しのように、山口県ら

しさや特産品のアピールも行いながら、県外か

らの新規就農者確保の取組を強化することが必

要となっています。 

 このため、東京、大阪、福岡などの大都市圏

で開催する就農フェアや県独自の移住セミナー

等において、本県農業の魅力を参加者へ直接Ｐ

Ｒしてきたところです。 

 具体的には、就農、定着に向けた支援制度を

ＰＲするとともに、三方が海に開かれ、多様な

地形や気象条件を生かして、種類に富んだ農産

物の生産が可能なことや、はなっこりーやかん

きつのせとみ、リンドウの西京シリーズなど、

本県オリジナル品種の魅力ある産地の紹介にも

力を入れています。 

 また、就農を希望される方に対し、野菜や果

樹産地を巡る見学ツアーを開催し、栽培体験や

新鮮で取れたての農産物を試食してもらうとと

もに、先輩就農者との意見交換を行っていただ

くなど、本県農業の魅力を実際に肌で感じても

らえる取組を進めていきます。 

 さらに、御提案のありました、ＵＪＩターン

の促進に向けたキャッチコピーについては、よ
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り山口県の農業の魅力を伝えることができる内

容を検討し、首都圏等で開催するイベントに活

用するなど、ＰＲ活動を強化してまいります。 

 私は、山口県の農業を将来にわたって発展さ

せ、若者に選ばれる魅力ある産業となるよう、

一層、取り組んでまいりますので、高校生の皆

さんには、卒業後の就職先の候補の１つとして

考えていただきますようお願いします。  

議長（柳居俊学君）   

 岡本農林水産部長。 

    〔農林水産部長 岡本章生君登壇〕 

農林水産部長（岡本章生君）   

農業に関する県の広報活動についてのお尋ね

にお答えします。 

 若い世代に新規就農を促すためには、就農を

希望する方だけでなく、ＳＮＳ等を活用した情

報発信により、誰もが気軽に幅広く、山口県の

農業について理解と関心を持ってもらえるよう

な環境づくりが重要です。 

 このため、県では、地産地消をテーマに県内

産の食材を使った料理教室やスマート農業に取

り組む地域の農業者へのインタビュー動画の配

信など、ユーチューブによる幅広い情報発信を

行っています。 

 また、若者を中心に多くの方が、ＳＮＳを通

じて情報収集を行っていることから、フェイス

ブックやインスタグラムを活用して、県の就農

支援策やフェアなどの就農イベント情報、農大

生の活動報告などを情報発信する取組も開始し

たところです。 

 少しでも多くの若者に農業に対して関心を持

ってもらえるよう、今後も、山口県の農業の魅

力を紹介するＰＲ動画を作成するとともに、Ｓ

ＮＳを活用した積極的な情報発信を行うことと

しています。 

 また、動画ポータルサイト「山口県チャンネ

ル」では、高校生による産地応援プロジェクト

動画が公開されており、農業現場で働く生産者

はとても元気づけられています。 

 河内議員をはじめ、高校生の皆さんには、こ

れまで以上に農業に理解と関心を持っていただ

き、ＳＮＳでの情報発信など、山口県の農業に

対する力強い応援を大いに期待しています。  

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 山口高等学校、田中久貴君。 

    〔田中久貴君登壇〕（拍手） 

田中久貴君   

 

山口県立山口高等学校１年、田中久貴です。

よろしくお願いいたします。 

 私からは、ＳＮＳを活用した山口県のＰＲに

ついて質問、提案させていただきます。 

 昨年、山口市はニューヨークタイムズ紙の２

０２４年に行くべき５２か所の３か所目に選ば

れましたが、山口大学経済学部の研究グループ

によると、１年を通しての経済効果の試算額は

当初の６割ほどに減少していました。この原因

を、私は瑠璃光寺五重塔が工事中であったこと、

ターゲットを絞ったＰＲが不足していたことに

あると考えました。そこで、私からは、ＳＮＳ

の活用を中心に、山口県の観光ＰＲについて提

案と質問をさせていただきます。 

 総務省の令和６年版情報通信白書によると、

ＳＮＳの利用者数は年々増加しています。また、

特定非営利活動法人映像産業振興機構による

クールジャパンの再生産のための外国人意識調

査では、外国人が日本についての情報を集める

際に、ＳＮＳが最も使われているという統計が

出ており、今後もＳＮＳの割合が増え続けてい

くと考えています。 

 現在の山口のＰＲ、主にＳＮＳの利用の状況

を知るために、山口県庁に勤めている方にお話

を伺いました。その方々からお話を聞いて、Ｓ
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ＮＳ利用の現状について、山口県は、現在フェ

イスブック、Ｘ、インスタグラム、ＬＩＮＥ、

ユーチューブ、ティックトックなどの運営を行

っているが、若者や高齢者層など、それぞれの

ニーズに合うようなものを十分に提供できてい

ない、五重塔や雪舟庭などをはじめとする、山

口に息づく歴史と伝統を県外の人々に伝えるこ

とが十分にできていないと感じました。 

 さらに、昨年、山口市のインバウンドの増加

をテーマに探究し、地域探究プログラムで文部

科学大臣賞を受賞した本校理数科２年次生に話

を聞くと、山口が載っているサイトは探しても

なかなか引っかからず、口コミも見られないと

いうことが分かりました。 

 私はよくインターネットを利用しますが、山

口の情報が受動的に入ってくることはめったに

ないと感じています。疑問に思い、山口県の運

営するＸ、インスタグラムを調べたところ、山

口県のＸやインスタグラムでは、タグがついて

いなかったり似たようなタグが複数ついている

ものがあったりして、タグがあまり機能してい

ないことに気がつきました。日本のほかの自治

体でも、そのような投稿はよく見られます。 

 しかし、ＳＮＳにおけるタグづけは非常に重

要です。タグをつけることで検索結果に関連す

る投稿として表示されるようになり、さらに、

人気のタグを使うことでより多くの人に投稿を

見てもらえるようになります。現に、私もよく

タグを用いてインターネットで調べ物をしてい

ます。ゆえに、この部分を強化することで差別

化を図ることができると考えています。 

 そこで質問です。現在、山口県として主に観

光ＰＲという面でＳＮＳを運用する際、どのよ

うな方針で運用していく御予定でしょうか。ま

た、主に拡散が容易であるＸ、インスタグラム

において、例えば、若者層には郷土料理やス

イーツなど食に関するタグを、中年層や高齢者

層には海や伝統工芸品など観光についてのタグ

をつけるなどといった世代別にターゲットを絞

った具体的なタグづけを行うことを提案します

が、いかがでしょうか。 

 以上です。御清聴ありがとうございました。

（拍手）  

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

山口高等学校、田中議員の御質問にお答えし

ます。 

 県では、豊かな自然や文化、多彩なグルメな

どの魅力的な観光資源や旬の観光情報を、県内

外のＰＲイベントやパンフレット、旅行雑誌な

ど様々な方法で積極的に発信しています。 

 私は、お示しのように、全国から本県に多く

の観光客を呼び込むためには、こうした情報発

信に加え、拡散力が高いＳＮＳを活用したプロ

モーションを展開することが重要であると考え

ています。 

 このため、観光ＰＲにおけるＳＮＳの運用に

当たっては、山口県観光連盟との連携により、

観光公式アカウントにおいて、インスタグラム

やＸなどそれぞれの特性を生かした効果的な発

信を行うこととしています。 

 具体的には、画像が重要なインスタグラムで

は、インパクトのある写真や動画を中心に、そ

の魅力をしっかりと伝える文章や観光施設の紹

介など、山口県に行きたくなる多彩な情報を投

稿しています。 

 また、リアルタイム性が高いＸでは、本県観

光の今の魅力が分かる最新情報を投稿するとと

もに、投稿へのコメントに対し積極的に返信す

ることで、本県のファンづくりに取り組んでい

ます。 

 次に、お示しのターゲットを絞ったタグづけ

によるＳＮＳの発信については、情報の拡散を

図る上で非常に大事な視点であると考えていま

す。 

 このため、県では、本県観光に関心がある方

に、求める情報をしっかりと届けられるよう、

検索されやすいキーワードでタグをつけるとと

もに、居住地や年代等の属性に合わせたターゲ

ティング広告を展開するなど、プロモーション
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の効果を一層高める取組を進めることとしてい

ます。 

 今後とも、本県の認知度向上と誘客拡大に向

けて、ＳＮＳの特性を生かしながら、ターゲッ

トを絞った効果的な情報発信に積極的に取り組

んでまいります。 

 田中議員をはじめ、皆さんにおいても、ＳＮ

Ｓを活用した山口県の魅力の発信により、一層

本県の観光を盛り上げていただきたいと思いま

す。  

議長（柳居俊学君）   

 これをもって、高校生議員による質問を終わ

ります。 

───────────────────── 

  日日程程第第４４  意意見見書書案案      

議長（柳居俊学君）   

 日程第４、意見書案「高校生の通学にかかる

費用の軽減を求める意見書」を議題といたしま

す。 

 これより、提案理由の説明を求めます。 

 周防大島高等学校、木村杏奈さん。 

    〔木村杏奈さん登壇〕（拍手） 

木村杏奈さん  

 

私たち岩国・柳井地域は、全ての高校生が困

らずに通学できるよう、高校生の通学に対する

一定の支援、具体的には、定期券購入費用の支

援や中山間地域と都市部を結ぶ合同スクールバ

スの運行を求める意見書を提案します。 

 山口県内には、中山間地域を中心に、公共交

通機関の運賃が高く、利便性が低い地域があり

ます。高校生のいる家庭にとっては、通学費用

に年間数万円から十数万円かかっており、保護

者が最寄りの駅やバス停まで自家用車で送迎し

なければならないなど、経済的にも時間的にも、

保護者の負担は非常に大きくなっています。 

 通学可能な範囲に普通科の高校しかなければ、

通学費用が高いという理由で、工業科や商業科

のある高校への進学を諦めることもあり得ます。

保護者が送迎せざるを得ない場合、保護者が体

調を崩すなどすれば、子供は通学そのものすら

困難になります。全ての子供が、どこに住んで

いても平等に教育を受けられるためには、高校

生の通学手段を社会全体で支える仕組みが必要

です。 

 例えば、周南市や長門市では、通学に利用す

る公共交通機関の定期券購入費の一部を援助す

る制度を実施しています。また、多くの私立高

校や県立特別支援学校では、遠方からの通学者

のために通学バスを運行しています。しかし、

こうした例外的な場合を除き、遠方から通学す

る多くの高校生には通学に関する経済的な支援

がありません。 

 遠方からの通学者に対する通学支援は、居住

地や通学先によって差があるべきではありませ

ん。山口県内全ての地域で、地域の実態に応じ

た通学支援を導入することが、教育の機会均等

を実施する第一歩になると思います。 

 以上の理由から、高校生の通学にかかる費用

を軽減する政策を山口県が責任を持って早急に

実現するように求めます。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 ただいま議題となっております意見書案につ

いて、直ちに採決に入ります。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君

の起立または挙手を求めます。 

    〔賛成者起立または挙手〕 
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議長（柳居俊学君）   

 起立または挙手全員であります。よって、意

見書案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────── 

    日日程程第第５５  高高校校生生議議員員代代表表にによよるる決決意意表表明明      

議長（柳居俊学君）   

 日程第５、高校生議員代表による決意表明の

件を議題といたします。 

 決意表明に係る発言の申出がありますので、

これを許します。 

 宇部西高等学校、吉野煌基君。 

    〔吉野煌基君登壇〕（拍手） 

吉野煌基君   

 本日は、第１１回やまぐち高校生県議会を開

催していただき、ありがとうございます。ふだ

んは立ち入ることのできない議場で、このよう

に代表として挨拶をさせていただけることを大

変うれしく思います。 

 山口県は、三方が海に開かれ、中国山地が走

る自然が豊かな地域です。歴史的・文化的にも

価値が高い建造物や文化財も多く、山口県の特

産品や農林水産物の魅力を生かした食や、温泉

地やキャンプ地などで体験できるアクティビテ

ィーなど、多くの観光資源にも恵まれたすばら

しい県だと思います。 

 しかし、私たちが暮らす山口県には幾つかの

課題もあります。特に、少子高齢化や若者の県

外流出による人口減少は深刻な問題です。地方

で生まれ育った若者が、進学や就職を機に都市

部に定住するという状況が続いています。この

ことは、高校生である私たちにも関わる問題で

す。だからこそ私たち高校生が、山口県で暮ら

す価値は何か、他県に就職した人が山口に戻り

たくなる魅力は何かを真剣に考え、行動に移す

ことが必要です。地域の魅力を再考し、課題に

対して積極的にアイデアを出し、周囲と協力し

て解決を図ることが、これからの山口県を担う

私たちに求められています。 

 これらの現状を知り、私は、高校生として、

また山口県民の一員として、地域社会に積極的

に関わることが重要ではないかと考えました。

例えば、選挙で自分の意思を投票という形で示

したり、地域の景観をよくするために花壇整備

などのボランティア活動に参加したりすること

です。こうした行動は、地域をよりよくするた

めの小さな一歩かもしれませんが、その積み重

ねが、地域社会の一員としての意識や責任感を

育てることにつながると思います。 

 私たちは、山口県で暮らす高校生としてそれ

ぞれの思いを持ち、やまぐち高校生県議会に参

加しました。８月に行われた事前学習会では、

地域の現状について様々な視点から学び、同世

代の仲間たちと議論を重ねることで、県政に関

する認識を深めることができました。その上で、

よりよい未来に向けて提案させていただいた、

元気な山口県をつくっていくための取組を、本

日の提言で終わらせることなく、地域や学校、

家庭など、それぞれの場所で実現していくこと

が大切だと強く感じました。 

 私たちは、ここでの学びと経験を胸に、これ

からも地域や社会の課題に向き合い、行動し続

けます。私の一歩は小さな一歩かもしれません

が、この一歩が未来を開く力になると信じます。

高校生として、そして山口県民の一員として、
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希望と責任を持って前に進み続けることを宣言

し、決意表明とさせていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 以上をもって、本日のやまぐち高校生県議会

に付議された事件は全て議了いたしました。 

───────────────────── 

    議議長長閉閉会会挨挨拶拶      

議長（柳居俊学君）   

 

 閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 高校生議員の皆さん、本日は大変お疲れでご

ざいました。 

 皆さんのはつらつとした発言や真剣なまなざ

しで議論に耳を傾けておられるお姿は、誠にす

ばらしいものがございました。 

 また、どの御質問や御提案も山口県が直面を

する課題について高校生同士が議論をし、真剣

に向き合う中で生み出されたものであろうと大

変心強く感じたところであります。 

 高校生議員の皆様には、今後の高校生活がよ

り充実したものとなるようお祈りをしますとと

もに、これからの山口県のために、ぜひとも様

々な面で御活躍いただけることを念願をいたし

ております。 

 結びに、本日の高校生県議会に御参加をいた

だきました高校生の皆さん、御協力を頂きまし

た各学校の先生方、保護者の皆様方、また、村

岡嗣政知事をはじめとする県執行部の皆様に改

めて御礼を申し上げまして、閉会の御挨拶とさ

せていただきます。 

───────────────────── 

議長（柳居俊学君）   

 これをもって、第１１回やまぐち高校生県議

会を閉会いたします。 

 皆様、大変お疲れさまでございました。あり

がとうございました。 

    午午後後３３時時２２００分分閉閉会会  
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